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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第65期

第２四半期
連結累計期間

第66期
第２四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月１日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 3,439,470 3,352,827 7,008,014

経常利益又は経常損失(△) (千円) △17,741 10,644 △35,557

四半期純利益又は四半期(当期)
純損失(△)

(千円) △44,978 124,130 △116,400

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 365,781 134,989 423,142

純資産額 (千円) 8,963,851 9,012,323 8,813,213

総資産額 (千円) 11,022,792 11,046,691 11,126,522

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期(当期)純損失金額(△)

(円) △6.53 18.02 △16.89

潜在株式調整後１株当たり四半
期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 75.6 75.2 73.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △29,525 △58,359 138,622

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △54,003 △19,032 △317,202

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △70,071 △89,731 53,068

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,330,238 1,192,576 1,385,759
 

 

回次
第65期

第２四半期
連結会計期間

第66期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期純損失金額(△)

(円) △5.38 6.09
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き緩やかな回復基調にあるものの、消費税増税後は、

駆け込み需要の反動や、増税や物価上昇に伴う節約志向も見られるなど、個人消費は低調な状況で推移しました。

またアジア地域におきましては、引き続き中国を始めアジア新興国の経済の減速が懸念されるなど、依然先行きの

不透明感は払拭されません。

当縫い糸業界におきましても、消費税増税前の衣料品の前倒し生産と縫い糸の駆け込み受注の反動、夏場以降の

国内の天候不順、縫製業の東南アジア諸国への分散傾向など、国内外共に厳しい環境で推移しました。

このような状況の中、当社グループは引き続きアジア市場での販売拡大や国内事業における収益の回復などを目

指して従前の諸課題に取り組みましたが、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,352百万円（前年同期比2.5％

減）にとどまりました。

一方利益面は、昨秋の国内向け工業用縫い糸の価格改定効果や前年同期に発生した為替差損の減少などの増益要

因もあったものの、売上高の減少に加えて、海外人件費の増加、アジア事業における先行経費負担や原材料価格の

高止まりもあって営業損失は15百万円（前年同期は16百万円の損失）、経常利益は10百万円（前年同期は17百万円

の損失）となりました。

また、四半期純利益につきましては、中国子会社の移転に伴う受取補償金242百万円を特別利益に計上したこと

などから、124百万円（前年同期は44百万円の損失）となりました。
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当第２四半期連結累計期間におけるセグメントごとの業績は、次のとおりです。

 

日本

当期間における個人消費は、消費税増税後の落ち込みの影響が長引いたほか、円安を背景とした物価上昇傾向も

あって節約志向も強まり、低調な状況で推移しました。国内の縫い糸需要も、増税前の衣料品の前倒し生産や駆け

込み受注の反動に加え、夏場の天候不順の影響なども受けて、手作りホビーの分野も縫製分野も低調に推移しまし

た。

当社グループにおきましては、事業年度の末日を、当社は３月末日、国内子会社は１月末日と定めており、当第

２四半期連結累計期間には、当社の平成26年４月から９月まで、国内子会社の平成26年２月から７月までの業績が

連結されているため、当期間における上述の影響等は、国内子会社各社により相違があるものの、中期的な国内事

業収益回復のための諸策は徐々にその成果も出始めております。

これらの結果、当セグメントの売上高は2,600百万円（前年同期比2.0％減）となりました。

一方利益面につきましては、原材料価格やエネルギーコストは、円安の影響もあって引き続き高止まりして製造

原価を圧迫しておりますが、国内子会社各社の収益回復努力や、昨秋の工業用縫い糸の価格改定効果もあって、セ

グメント損失は前年同期比では縮小し40百万円（前年同期は66百万円の損失）となりました。

 

アジア

当セグメントに属する全ての海外子会社は、事業年度の末日を12月末日と定めており、当第２四半期連結累計期

間には、平成26年１月から６月までの業績が連結されております。

当期間のアジア地域の縫製につきましては、中国から東南アジア諸国への分散傾向が引き続き進行しており、中

国における縫製業は、沿海部から内陸部への移動や淘汰が一層進み、これに伴って縫い糸の販売環境も厳しさを増

しております。

これらの状況に伴い、当社グループにおいても、タイおよびベトナムの子会社では売上高の増加が続いているも

のの、中国における製造子会社の移転に伴う減産や、縫製業の分散化による中国での販売減少をカバーできず、当

セグメントの売上高は752百万円（前年同期比4.4％減）となりました。

また、利益面につきましては、中国子会社の売上高の減少に加えて、原材料価格の高止まりや引き続く海外人件

費の上昇傾向、アジア事業における先行経費負担もあって、セグメント利益は29百万円（前年同期比35.5％減）に

とどまりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は1,192百万円となり、前第２四半期連結累計期間末

と比べて137百万円の減少となりました。活動別キャッシュ・フローは、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

税金等調整前四半期純利益を270百万円(前年同期は17百万円の損失)計上したものの、売上債権の増加額が186百

万円(前年同期は224百万円)、たな卸資産の増加額が109百万円(前年同期は115百万円の減少)となったことや、減

価償却費を始めとする非資金項目が110百万円(前年同期は92百万円)となったことなどにより、58百万円の流出(前

年同期は29百万円の流出)となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

定期預金の預入・払戻による純収入が277百万円(前年同期は０百万円の純支出)、有形及び無形固定資産の取得

による支出が327百万円(前年同期は49百万円)、貸付金の回収による収入が22百万円(前年同期は30百万円)となっ

たことなどにより、19百万円の流出(前年同期は54百万円の流出)となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

配当金の支払(少数株主への支払を含む)が86百万円(前年同期は86百万円)となったことなどにより、89百万円の

流出(前年同期は70百万円の流出)となりました。

 

(3) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は40百万円であります。

 

(4) 主要な設備

設備の新設計画の完成

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第２四半期連結累計期間に完成したも

のは次のとおりであります。

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの名称 設備の内容 完成年月

提出会社
生産部・物流センター
(滋賀県東近江市)

日本 太陽光発電設備 平成26年７月
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 19,945,000

計 19,945,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,340,465 7,340,465
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、1,000株
であります。

計 7,340,465 7,340,465 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年７月１日～
平成26年９月30日

― 7,340,465 ― 923,325 ― 758,014
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社FJ興産 京都府京都市北区北野紅梅町57番地 793 10.80

藤　井　多鶴子 京都府京都市上京区 717 9.77

小　原　京　子 大阪府吹田市 396 5.39

森　本　町　子 京都府京都市下京区 328 4.47

鈴　木　直　子 東京都渋谷区 328 4.47

藤　井　眞津子 京都府京都市上京区 284 3.87

藤　井　一　郎 京都府京都市北区 220 3.00

藤　井　太　郎 京都府京都市上京区 200 2.72

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 184 2.52

フジックス社員持株会 京都府京都市北区平野宮本町５番地 172 2.35

計 ― 3,622 49.36
 

 (注) 当社は、自己株式451,871株を所有しておりますが、上記大株主から除いております。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   　平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　　　　　　　　　― 　　　　　　　　― ―

議決権制限株式(自己株式等) 　　　　　　　　　― 　　　　　　　　― ―

議決権制限株式(その他) 　　　　　　　　　― 　　　　　　　　― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 451,000
 

　　　　　　　　― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,852,000
 

 

6,852 ―

単元未満株式 普通株式 37,465
 

 

　　　　　　　　― ―

発行済株式総数 7,340,465 　　　　　　　　― ―

総株主の議決権 　　　　　　　　　― 6,852 ―
 

 (注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式871株が含まれております。
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② 【自己株式等】

    　平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社フジックス

京都府京都市北区
平野宮本町５番地

451,000 　　　　― 451,000 6.14

計 ― 451,000 　　　　― 451,000 6.14
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,623,592 2,148,336

  受取手形及び売掛金 1,572,551 1,721,733

  電子記録債権 29,009 38,900

  たな卸資産 ※  3,093,460 ※  3,140,881

  その他 125,179 139,957

  貸倒引当金 △12,566 △9,014

  流動資産合計 7,431,226 7,180,796

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,288,244 1,379,959

   その他（純額） 724,886 812,721

   有形固定資産合計 2,013,130 2,192,681

  無形固定資産   

   その他 222,242 219,513

   無形固定資産合計 222,242 219,513

  投資その他の資産   

   投資その他の資産 1,464,675 1,458,696

   貸倒引当金 △4,752 △4,995

   投資その他の資産合計 1,459,923 1,453,700

  固定資産合計 3,695,296 3,865,895

 資産合計 11,126,522 11,046,691

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 684,208 582,001

  未払法人税等 59,743 16,943

  賞与引当金 64,506 63,821

  移転損失引当金 19,041 ―

  その他 303,345 281,158

  流動負債合計 1,130,844 943,924

 固定負債   

  長期借入金 247,929 235,594

  退職給付に係る負債 276,255 110,552

  役員退職慰労引当金 187,785 197,496

  資産除去債務 20,402 20,438

  その他 450,092 526,363

  固定負債合計 1,182,464 1,090,444

 負債合計 2,313,308 2,034,368
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 923,325 923,325

  資本剰余金 758,014 758,014

  利益剰余金 6,070,477 6,264,133

  自己株式 △107,081 △107,221

  株主資本合計 7,644,735 7,838,251

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 283,653 297,512

  為替換算調整勘定 419,393 320,590

  退職給付に係る調整累計額 △189,400 △148,792

  その他の包括利益累計額合計 513,646 469,310

 少数株主持分 654,832 704,761

 純資産合計 8,813,213 9,012,323

負債純資産合計 11,126,522 11,046,691
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 3,439,470 3,352,827

売上原価 2,513,907 2,401,332

売上総利益 925,563 951,494

販売費及び一般管理費 ※  942,328 ※  966,590

営業損失（△） △16,765 △15,096

営業外収益   

 受取利息 6,614 4,675

 受取配当金 11,110 11,083

 売電収入 ― 1,679

 その他 13,965 19,735

 営業外収益合計 31,689 37,173

営業外費用   

 支払利息 2,050 6,864

 為替差損 25,177 ―

 持分法による投資損失 3,589 ―

 売電費用 ― 3,083

 その他 1,848 1,484

 営業外費用合計 32,665 11,432

経常利益又は経常損失（△） △17,741 10,644

特別利益   

 固定資産売却益 66 ―

 受取補償金 ― 242,028

 移転損失引当金戻入額 ― 18,260

 特別利益合計 66 260,288

特別損失   

 固定資産売却損 ― 146

 固定資産除却損 41 275

 その他 ― 70

 特別損失合計 41 493

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△17,717 270,438

法人税、住民税及び事業税 17,190 18,974

過年度法人税等戻入額 ― △39,944

法人税等調整額 △5,917 87,565

法人税等合計 11,272 66,596

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△28,990 203,842

少数株主利益 15,988 79,711

四半期純利益又は四半期純損失（△） △44,978 124,130
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△28,990 203,842

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 78,975 13,859

 為替換算調整勘定 315,332 △123,319

 退職給付に係る調整額 ― 40,608

 持分法適用会社に対する持分相当額 463 ―

 その他の包括利益合計 394,771 △68,852

四半期包括利益 365,781 134,989

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 272,565 79,795

 少数株主に係る四半期包括利益 93,215 55,194
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△17,717 270,438

 減価償却費 94,359 95,534

 有価証券評価損益（△は益） △1,470 △2,545

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 703 △2,777

 賞与引当金の増減額（△は減少） △912 △682

 前払年金費用の増減額（△は増加） 19,946 ―

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,445 9,711

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,228 ―

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ― 30,981

 移転損失引当金の増減額（△は減少） ― △18,260

 受取利息及び受取配当金 △17,724 △15,758

 支払利息 2,050 6,864

 持分法による投資損益（△は益） 3,589 ―

 売上債権の増減額（△は増加） △224,222 △186,394

 たな卸資産の増減額（△は増加） 115,636 △109,543

 仕入債務の増減額（△は減少） 28,951 △79,346

 未払消費税等の増減額（△は減少） 14,742 △9,093

 その他 △29,549 △37,499

 小計 △11,400 △48,372

 利息及び配当金の受取額 16,479 18,334

 利息の支払額 △2,050 △8,827

 法人税等の支払額 △32,554 △19,494

 営業活動によるキャッシュ・フロー △29,525 △58,359

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △576,346 △324,900

 定期預金の払戻による収入 576,334 602,680

 有形固定資産の取得による支出 △46,570 △323,430

 有形固定資産の売却による収入 11,750 132

 無形固定資産の取得による支出 △3,110 △3,928

 預り保証金の返還による支出 △77,200 ―

 貸付金の回収による収入 30,339 22,706

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

26,862 ―

 その他 3,938 7,707

 投資活動によるキャッシュ・フロー △54,003 △19,032

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 19,079 ―

 自己株式の取得による支出 △267 △139

 配当金の支払額 △86,267 △86,145

 少数株主への配当金の支払額 ― △714

 リース債務の返済による支出 △2,616 △2,731

 財務活動によるキャッシュ・フロー △70,071 △89,731

現金及び現金同等物に係る換算差額 58,293 △26,059

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △95,306 △193,182

現金及び現金同等物の期首残高 1,425,545 1,385,759

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,330,238 ※  1,192,576
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付適用

指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四

半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間

定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従

業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの

金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半期連

結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しておりま

す。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が156,076千円減少し、利益剰余金が156,076千円

増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

商品及び製品 1,631,941千円 1,720,972千円

仕掛品 816,961千円 855,272千円

原材料及び貯蔵品 644,557千円 564,635千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日

 至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日

 至 平成26年９月30日)

貸倒引当金繰入額 2,363千円 △5,087千円

給与及び手当 298,543千円 308,539千円

賞与引当金繰入額 42,834千円 42,546千円

退職給付費用 28,758千円 35,787千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,445千円 9,711千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日

 至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日

 至 平成26年９月30日)

現金及び預金 2,647,547千円 2,148,336千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,317,308千円 △955,760千円

現金及び現金同等物 1,330,238千円 1,192,576千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 86,137 12.5 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 86,112 12.5 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

  Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

   １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    　　　(単位：千円)

 
報告セグメント

調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２日本 アジア 計

売上高      

 外部顧客への売上高 2,652,259 787,211 3,439,470 ― 3,439,470

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
201,893 303,729 505,622 △505,622 ―

計 2,854,152 1,090,940 3,945,093 △505,622 3,439,470

セグメント利益又は損失（△） △66,664 45,405 △21,258 4,493 △16,765
 

　(注)  １．セグメント利益又は損失の調整額4,493千円は、セグメント間取引消去によるものです。

　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

当社は、平成25年８月19日付で、タイ王国にて縫製用ミシン糸の販売業を営む持分法適用関連会社であるFUJIX

INTERNATIONAL Co.,Ltd.の増資を引き受けることにより株式を追加取得し、みなし取得日を平成25年６月30日と

して連結の範囲に含めており、当第２四半期連結会計期間は貸借対照表のみを連結しております。

これにより、前連結会計年度の末日に比べ、「アジア」のセグメント資産が287,452千円増加しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

 

(のれんの金額の重要な変動)

平成25年８月19日付で、持分法適用関連会社であるFUJIX INTERNATIONAL Co.,Ltd.の株式を追加取得し、平成

25年６月30日をみなし取得日として連結の範囲に含めております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、「アジア」セグメントにおいて11,931千円であります。
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  Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

   １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    　　　(単位：千円)

 
報告セグメント

調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２日本 アジア 計

売上高      

 外部顧客への売上高 2,600,071 752,755 3,352,827 ― 3,352,827

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
178,653 396,592 575,246 △575,246 ―

計 2,778,724 1,149,348 3,928,073 △575,246 3,352,827

セグメント利益又は損失（△） △40,783 29,280 △11,503 △3,593 △15,096
 

　(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△3,593千円は、セグメント間取引消去によるものです。

　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

なお、当該変更によるセグメント利益又は損失に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり
四半期純損失金額(△)

△６円53銭 18円２銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)
(千円)

△44,978 124,130

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期
純損失金額(△)(千円)

△44,978 124,130

普通株式の期中平均株式数(株) 6,890,392 6,888,889
 

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月14日

株式会社フジックス

取締役会  御中

 

三優監査法人
 

 

代 表　社 員

業務執行社員
 公認会計士    鳥　居　　陽　　　　　印

 

 

業務執行社員  公認会計士    坂 下　藤 男　　　　　印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジッ

クスの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジックス及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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